
青森県産材の種類と特性
青森県内で生産されている主な樹種を紹介します。

豊富な選択肢があるため、その用途や目的に応じた “適材適所” を実現します。

●用途／構造材（柱、束、土台）、内装材、板材など
●科／ヒノキ科ヒノキ亜科　●比重／ 0.45

O1
青森県はヒバの一大産地。「青森ヒバ」は日本三大美林の一つに数
えられます。清々しい香りを持ち、耐久性が高いため、腐朽やシ
ロアリの被害を受けやすい土台部分や水回りへの使用に適してい
ます。強度も高く、柱材としても用いられます。見た目が白く美
しいため、和室などの内装材にも使われます。

ヒバ 檜葉
HIBA

●用途／構造材（梁、桁、垂木、母屋）、内装材など
●科／マツ科　●比重／ 0.53

O2
青森県の県南地域等に多く生育し、「南部アカマツ」とも呼ばれて
います。耐久性はあまり高くはありませんが、曲げ強度や曲げヤ
ング係数が高いため、梁などの横架材への利用にとても適してい
るほか、その重厚な材質は床板や敷居などの内装材にも適してい
ます。油分を多く含んだ、艶やかな木肌も魅力です。

アカマツ 赤松
AKAMATSU

●用途／構造材（柱、梁、桁）、内装材、板材など
●科／ヒノキ科スギ亜科　●比重／ 0.38

O3
青森県内全域に幅広く分布しているスギは、その多くが戦後に植
樹され、資源として利用期を迎えています。耐久性に優れており、
湿度の高い日本の気候に適しています。加工しやすいため構造材
全般に使われます。色合いや木目が美しく肌触りがよいため、内
装材にも用いられます。

スギ 杉
SUGI

●用途／家具、楽器など
●科／ブナ科　●比重／ 0.63

県内全域に分布する身近な木材の一つ。中でも白神山地の原生林
や奥入瀬渓流にある日本一の巨木「森の神」はよく知られた存在
です。水分を多く含むため加工が難しいものの、家具や木製のお
もちゃのほか、楽器の材料などに活用されています。

O4ブナ 橅
BUNA

●用途／家具、床材など
●科／ブナ科　●比重／ 0.67

O5
八甲田や岩木山の周辺に見られます。かつては薪として利用され
ており、青森の人々の生活には身近な木でした。その特徴的な木
目を生かし、家具などに加工されるほか、ウイスキーを熟成させ
る樽にも使われます。

ミズナラ 水楢
MIZUNARA

●用途／家具、化粧用単板など
●科／ムクロジ科　●比重／ 0.53

O6
十和田湖付近などの山沿いの地域に見られます。また、階上町に
は「茨島のトチ」という県の天然記念物に指定されている巨木が
あり、推定樹齢は 600 ～ 800 年と言われています。軽くて軟かく
加工がしやすい一方で、乾燥すると狂いが出やすいため、建材で
はなく家具や化粧用単板に使われます。

トチ 栃
TOCHI

●用途／建築材（土台、装飾材）家具など
●科／ブナ科　●比重／ 0.55

O7
硬くて強い材質。耐久性や耐湿性がとても高いため、古くから建
物の土台に重用されてきました。縄文時代の文化を今に伝える三
内丸山遺跡からは、クリの木で作られた大きな建造物の跡が発掘
されており、大昔から建材として大きな役割を果たしていたこと
がうかがえます。

クリ 栗
KURI

●用途／建築材（床材、装飾材）、家具など
●科／バラ科　●比重／ 0.60

O8
桜の名所である弘前城や世界一長い桜並木「岩木山オオヤマザク
ラネックレスロード」など、青森県でもなじみ深いサクラ。その
なめらかな木目が美しく、フローリング材として人気があるほか、
耐久性が高く加工しやすいため装飾材として使われたり、家具や
彫刻などに用いられます。

サクラ 桜（ヤマザクラ）
SAKURA
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